
物質名 危険性・有毒性

1 , 4 -ジオキサン

・吸収すると、咳、咽頭痛、吐き気、めまい、頭痛、嗜眠、嘔吐、意識喪失、腹痛を起こすことが
ある。LC50：9158-14236ppm/4h（ラット）

・経口摂取すると、咳、咽頭痛、吐き気、めまい、頭痛、嗜眠、嘔吐、意識喪失、腹痛を起こすこ
とがある。LD50：4200-7339mg/kg（ラット）
・経皮　LD50：2100mg/kg（ラット）
・皮膚に接触すると、吸収される可能性がある。
・眼に入ると、充血、痛みを起こすことがある。
・単回暴露により、臓器の障害（中枢神経系）、眠気又はめまいのおそれ（麻酔作用）、呼吸器へ
の刺激のおそれ（気道刺激性）がある。

・長期にわたる、又は反復暴露により、臓器の障害（腎臓、肝臓、中枢神経系）、臓器の障害のお
それ（呼吸器）がある。

ダイオキシン類

・最も毒性が強いとされる2,3,7,8-TCDDについては、事故などの高濃度の暴露の際の知見から人
に対する発がん性がある。

・ダイオキシン類自体が直接遺伝子に作用して発がんを引き起こすのではなく、他の発がん物質に
よる発がん作用（がん化）を促進する作用（プロモーション作用）がある。

・実験用動物（ねずみ等）においては、妊娠中に比較的多量のダイオキシン類を与える実験で、生
まれた動物に口蓋裂、水腎症等の奇形を起こすことが認められ、甲状腺機能の低下、生殖器官の
重量や精子形成の減少、免疫機能の低下を引き起こすことが報告されている。

廃 石 綿

・急性障害として、軽度の局部刺激や中程度の吸入障害もあるが、通常は長年にわたり石綿粉じん
を吸入することにより起こる慢性障害、すなわち石綿肺を引き起こす。

・せき、たんなど気管支炎症状を伴い、褐色の連珠状の「石綿小体」を作るので、これがたんの中
に見つかれば石綿粉じんを吸入した証拠になる。なお、石綿肺には肺がんや胸膜の中皮腫を合併
することがある。特にクロシドライトはこの傾向が強いといわれる。


















